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明
る
い
日
差
し
に
新
緑
の
生
え
る
爽
や
か

な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
自
衛
隊
中
央
病
院
で
は
、
多

く
の
定
期
異
動
や
新
規
採
用
者
に
加
え
、
新

卒
看
護
官
三
十
二
名
、
放
射
線
技
師
養
成
所

の
新
入
生
二
十
一
名
、
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
の
入
所
者
二
名
を
迎
え
、
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛

威
は
、
い
ま
だ
衰
え
を
知
ら
ず
、
各
地
で
医

療
の
逼
迫
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
一

日
も
早
く
平
常
を
取
り
戻
す
た
め
の
努
力
を

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
防
衛

大
臣
の
命
を
受
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
に
向
け
て
、
高
齢
者
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
促
進
す
る
た
め
、
自
衛
隊
東

京
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
本
任
務
の
円
滑
な
遂
行

の
た
め
、
内
局
、
各
幕
、
そ
し
て
陸
上
総
隊
、

新
年
度
に
向
け
て

副院長（陸）
陸将 松木 泰憲

令
和
三
年
五
月
吉
日

自
衛
隊
中
央
病
院
長

防
衛
技
官

福
島

功
二

新

着

任

副

院

長

紹

介

新
最
先
任
上
級
曹
長
紹
介

最先任上級曹長
准陸尉 松里 和外

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
付
で
自
衛
隊
中
央

病
院
副
院
長
兼
ね
て
企
画
室
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
松
木
と
申
し
ま
す
。
昨
年
来
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
お
い
て
、
武
漢

か
ら
の
邦
人
輸
送
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
号
か
ら
の
感
染
患
者
受
け
入
れ
を
は
じ
め
、

即
応
性
や
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
よ
っ
て
部

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
自
衛

隊
中
央
病
院
の
一
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
誇
り

と
、
使
命
の
重
さ
を
日
々
感
じ
な
が
ら
職
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
院
は
部
内
外
機
関
等
と
連
携
し
て
、
東
京

大
手
町
に
「
自
衛
隊
東
京
大
規
模
接
種
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
五
月
下
旬
か
ら
約
三
カ
月

間
運
営
い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拡
大
は
、
感
染
終

息
に
向
け
た
切
り
札
で
あ
り
、
接
種
が
進
ん
だ

諸
外
国
で
は
、
自
粛
・
規
制
が
緩
和
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
提
供
に

よ
り
、
国
内
の
感
染
抑
制
に
寄
与
で
き
る
よ
う

病
院
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
当
院
は
近
年
、
東
京
都
の
二
次
救
急
指

定
医
療
機
関
と
な
り
、
救
急
車
受
入
れ
が
年
間

約
六
千
台
に
達
す
る
と
と
も
に
都
で
四
番
目
の

第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
な
る
等
、
地

域
医
療
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
衛
生
と

し
て
保
持
す
べ
き
救
急
・
外
傷
や
感
染
症
へ
の

対
応
能
力
を
着
実
に
深
化
さ
せ
て
き
て
い
ま
す
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
厳
し
い
安
全
保
障
環
境

の
中
、
自
衛
隊
の
最
終
後
送
病
院
で
あ
る
当
院

は
、
自
衛
隊
衛
生
の
中
核
と
し
て
各
種
事
態
に

即
応
し
、
実
効
性
あ
る
対
応
で
結
果
を
出
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
島
病
院
長
の
統

率
方
針
で
あ
る
「
常
在
戦
場
」
の
気
概
を
持
ち
、

当
院
に
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う

病
院
長
を
支
え
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
方
面
、
補
給
統
制
本
部
等
の
多
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
、
日
夜
努
力
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加

速
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
立

ち
向
か
う
た
め
の
国
家
を
挙
げ
て
行
わ
れ
て

お
り
、
防
衛
省
自
衛
隊
は
、
こ
の
一
部
を
依

頼
さ
れ
、
自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
こ
れ
に
正

面
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
を
含
む
平
素
の
診
療
や
、

医
療
従
事
者
の
教
育
、
即
応
態
勢
の
維
持
も

並
行
し
て
実
施
し
、
多
岐
に
わ
た
る
院
務
運

営
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
ご
利
用
頂

い
て
い
る
方
々
に
は
一
部
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
を
通
じ
て
、
内
外
か
ら
数
多
く
の
ご
支

援
及
び
ご
声
援
等
を
賜
り
、
こ
の
場
を
借
り

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
わ
が
国
の
平
和
と
独
立

を
守
る
自
衛
隊
の
使
命
の
下
、
自
衛
隊
医
療

の
中
核
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
安

心
と
信
頼
を
提
供
で
き
る
病
院
と
し
て
、
変

革
を
加
速
し
、
実
力
を
進
化
さ
せ
、
公
共
性

の
高
い
活
動
を
軸
足
と
し
た
院
務
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
葉
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り
多
く
の
部
内
・
外

の
方
々
に
、
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
三
月
十
五
日
付
で
自
衛
隊
中
央
病

院
第
四
代
最
先
任
上
級
曹
長
に
上
番
い
た
し
ま

し
た
松
里
准
尉
で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
衛
隊
中
央
病
院
の
院
務
達
成
の
為
に
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
支
援

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
昨
年
二
月
に

開
始
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
災
害
派
遣
活
動
及
び
市
中
感
染
に
お
け
る
継

続
的
な
感
染
患
者
の
受
入
れ
に
よ
り
部
内
・
外

よ
り
多
大
な
る
評
価
及
び
信
頼
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
任
務
遂
行
は
、
病
院
職
員
の
院
務

達
成
へ
の
高
い
意
識
に
よ
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
私
自
身
も
、
本
活
動
を
通

じ
て
自
衛
隊
中
央
病
院
の
任
務
、
地
位
・
役
割

を
再
認
識
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
今
後
の
職
務
遂
行
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
先
任
上
級
曹
長
上
番
に
あ
た
り
、
最
先
任

の
職
務
で
あ
る
「
准
曹
士
全
般
に
係
る
指
揮
官

等
へ
の
報
告
及
び
意
見
具
申
」
及
び
「
准
曹
士

に
対
す
る
指
揮
官
企
図
の
徹
底
」
を
念
頭
に
、

職
務
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
特
に
、
病

院
長
へ
の
適
時
・
適
切
な
報
告
等
が
出
来
る
よ

う
各
部
課
室
の
上
級
曹
長
と
連
携
を
密
に
す
る

と
と
も
に
、
状
況
及
び
問
題
点
を
把
握
し
、
そ

の
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
心
情
把
握
の
た
め
、
顔
の
見

え
る
環
境
作
り
を
、
准
曹
一
体
と
な
り
作
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
の
ご
健
康
と
、
益
々
の
繁
栄
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



令
和
三
年
三
月
二
十
五
日
（
木
）
、
自
衛

隊
中
央
病
院
副
院
長
（
陸
）
鈴
木
智
史
陸
将

の
転
出
紹
介
行
事
を
挙
行
し
ま
し
た
。
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副
院
長(

陸)

転
出
入
行
事
等

鈴
木
副
院
長
転
出
紹
介
行
事

紹
介
行
事
に
お
い
て

鈴
木
副
院
長
は
、
二
年

八
か
月
の
勤
務
を
振
り

返
り
、
「
多
く
の
訓
練

や
災
害
派
遣
活
動
等
を

病
院
職
員
と
と
も
に
行

い
、
病
院
の
信
頼
度
向

上
に
寄
与
で
き
た
こ
と

は
幸
せ
な
事
で
あ
っ

た
。
」
と
、
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

見
送
り
で
は
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
に
多
く
の
職

員
が
集
ま
り
鈴
木
副
院

長
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
ま
し
た
。

↓

福
島
病
院
長
か
ら
功
績
を

紹
介
さ
れ
る
鈴
木
副
院
長

↓

着
任
の
挨
拶
を
述
べ
る

松
木
副
院
長

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
（
金
）
付
で
、

松
木
泰
憲
陸
将
は
、
自
衛
隊
中
央
病
院
第

二
十
六
代
副
院
長
兼
ね
て
企
画
室
長
に
着

任
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種

令
和
二
年
度
後
期
定
期
異
動

松
木
副
院
長
着
任
行
事

福
島
病
院
長
か
ら

紹
介
を
受
け
た
松
木

副
院
長
は
、
「
当
院

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
は
、
内
外
の
評
価

の
み
な
ら
ず
自
衛
隊

衛
生
の
地
位
向
上
に

繋
が
っ
た
。
常
在
戦

場
で
病
院
長
を
支
え

尽
力
し
て
い
く
。
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式

令
和
三
年
三
月
十
二
日
（
金
）
、
自
衛
隊

中
央
病
院
は
、
最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式
を

実
施
し
ま
し
た
。

両
副
院
長
、
総
務
部
長
及
び
陪
列
部
長
立

会
の
も
と
、
上
下
番
最
先
任
上
級
曹
長
は
、

福
島
病
院
長
に
対
し
上
下
番
の
申
告
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
島
病
院
長
が
第
四
代
最
先
任

犬
飼

耕
准
陸
尉
の
最
先
任
上
級
曹
長
徽
章

の
返
納
を
受
け
、
第
五
代
最
先
任

松
里

和
外
准
陸
尉
へ
授
与
し
ま
し
た
。

↓

病
院
長
に
申
告
す
る
上
下
番

最
先
任
上
級
曹
長

↓

交
代
挨
拶
を
述
べ
る

松
里
最
先
任
上
級
曹
長

新
着
任
部
長
等
紹
介

○
総
務
課
長

二
陸
佐

関

根

敏

行

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
衛
生
資
材
部

薬
剤
課
長
）

○
健
康
管
理
課
長
兼
ね
て
腎
臓
内
科
医
長

兼
ね
て
七
西
病
棟
医
長

二
陸
佐

松

延

華

子

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
診
療
科
腎
臓

内
科
医
長
兼
ね
て
七
西
病
棟
医
長
）

○
衛
生
資
材
部
衛
生
資
材
課
長

二
海
佐

中

村

充

宏

（
前
職

海
上
自
衛
隊
八
戸
航
空
衛
生

隊
長
）

○
衛
生
資
材
部
薬
剤
課
長

二
陸
佐

小

川

和

明

（
前
職

自
衛
隊
福
岡
病
院
総
務
部
長
）

○
臨
床
医
学
教
育
・
研
究
部
長

一
陸
佐

岩
本

慎
一
郎

（
前
職

陸
上
幕
僚
監
部
衛
生
部
医
務
・

保
健
班
長
）

○
衛
生
資
材
部
長

一
陸
佐

有

永

禎

寿

（
前
職

関
東
補
給
処
用
賀
支
処
衛
生

部
長
）

○
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
長

防
衛
事
務
官

脇

阪

裕

城

（
前
職

防
衛
医
科
大
学
校
総
務
部
総
務

課
管
理
室
長
）

○
呼
吸
器
科
部
長

一
陸
佐

三

村

敬

司

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
呼
吸
器
科

医
長
）

○
第
三
外
科
部
長

一
陸
佐

小

俣

二

郎

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
臨
床
医
学

教
育
・
研
究
部
長
）

新
着
任
課
長
等
紹
介

↓

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る

福
島
病
院
長

↓

接
種
前
の
問
診
を
受
け
る看

護
官

令
和
三
年
三
月
八
日
（
月
）
、
自
衛
隊
中
央

病
院
（
病
院
長

防
衛
技
官

福
島
功
二
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ

ン
の
優
先
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。

接
種
初
日
と
な
る
八
日
（
月
）
は
、
九
日

（
火
）
か
ら
始
ま
る
本
格
接
種
の
手
順
確
認

等
を
兼
ね
て
、
福
島
病
院
長
、
副
院
長

（
海
）
、
呼
吸
器
科
医
長
、
臨
床
薬
剤
課
長
、

病
棟
看
護
師
長
の
五
名
が
先
行
的
に
接
種
を

受
け
ま
し
た
。

接
種
の
様
子
は
報
道
陣
に
も
公
開
さ
れ
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
福
島
病
院
長
は
、

「
本
格
的
な
接
種
開
始
に
向
け
て
、
し
っ
か

り
ワ
ク
チ
ン
を
管
理
し
、
接
種
を
進
め
て
い

き
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
は
今
後
、
事
務
官
等
を
含
む
全

職
員
に
接
種
の
予
定
で
す
。

当
院
は
、
今
後
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
常
時
対
応
で
き
る
態
勢
を
維
持

し
、
国
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

下
番
最
先
任

犬
飼
准
尉
は
、
自

ら
の
東
日
本
大
震

災
災
害
派
遣
時
に

感
じ
た
、
任
務
や

後
輩
育
成
へ
の
思

い
が
、
最
先
任
上

級
曹
長
と
し
て
の

自
分
の
根
幹
に

あ
っ
た
と
い
う
経

験
談
を
、
別
れ
の

挨
拶
と
し
、
病
院

長
以
下
多
く
の
准

曹
の
見
送
り
を
受

け
て
病
院
を
後
に

し
ま
し
た
。

交
代
式
終
了
後
、

松
里
最
先
任
上
級

曹
長
は
准
曹
に
対

し
、
「
中
央
病
院

の
上
級
曹
長
制
度

の
進
化
を
図
ろ

う
」
と
「
目
標
を

持
っ
て
勤
務
せ

よ
」
の
二
点
を
要

望
し
、
交
代
の
挨

拶
と
し
ま
し
た
。



令
和
三
年
三
月
十
一
日
（
木
）
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
の
帰
国
邦
人
救
援
に
係
る
災
害
派
遣

活
動
に
従
事
し
た
四
名
の
看
護
官
は
、
検
疫

支
援
の
功
績
に
よ
り
、
第
一
級
賞
詞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

武
漢
か
ら
の
帰
国
邦
人
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に

は
、
第
二
便
、
三
便
に
看
護
部
第
一
看
護
課

松
田
紀
子
一
陸
尉
、
同
じ
く
窪

佳
苗
二
陸

尉
が
搭
乗
し
、
第
四
便
、
五
便
に
は
第
二
看

護
課

清
水
美
保
一
陸
尉
、
同
じ
く
山
口
笑

子
一
陸
尉
が
搭
乗
し
て
、
機
内
に
お
け
る
検

疫
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

四
名
は
、
中
山
副
大
臣
、
島
田
事
務
次
官
、

山
崎
統
幕
長
、
湯
浅
陸
幕
長
、
井
筒
空
幕
長

ら
の
立
会
の
も
と
、
岸
防
衛
大
臣
か
ら
第
一

級
賞
詞
と
防
衛
功
労
賞
を
直
接
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
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第
59
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程

「
診
療
放
射
線
技
師
」
入
所
式

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー

長
：
防
衛
事
務
官

野
口

歩
（
当
時
）
）

は
、
令
和
三
年
三
月
四
日
（
木
）
第
六
五
期

生
修
了
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

修
了
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
中
央
病
院
職
員
の
み
が
列
席

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

修
了
に
あ
た
り
福
島
功
二
病
院
長
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
前
向
き
に
技
能
獲
得

に
向
け
て
研
修
に
取
り
組
ん
だ
学
生
の
熱
意

に
対
し
敬
意
を
表
し
、
激
励
の
言
葉
と
し
ま

し
た
。

学
生
代
表
と
し
て
、
十
亀

忠
義
二
海
尉

に
よ
る
修
了
学
生
代
表
答
辞
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
修
了
式
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
お
い
て
、

習
得
し
た
技
術
や
知
識
を
も
っ
て
貢
献
す
る

こ
と
を
誓
う
事
を
、
答
辞
と
し
て
い
ま
し
た
。

五
名
の
研
修
生
は
、
セ
ン
タ
ー
を
後
に

し
、
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
任
地
等
へ
と
旅
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
の
帰
国
邦
人
救
援
に

係
る
災
害
派
遣
活
動
参
加
看
護
官

第
1
級
賞
詞
受
賞

ま
た
、
診
療

技
術
部
長

水
口

靖
規
一

陸
佐
は
、
統
合

幕
僚
監
部
首
席

後
方
補
給
官
付

後
方
補
給
官
と

し
て
、
災
害
派

遣
に
係
る
感
染

防
護
要
領
の
策

定
に
貢
献
し
た

功
績
に
よ
り
、

同
じ
く
第
一
級

賞
詞
と
防
衛
功

労
賞
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

↓

岸
防
衛
大
臣
等
と
の
記
念
撮
影

第
56
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程

「
診
療
放
射
線
技
師
」
卒
業
式

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

第
65
期
生
修
了
式

↑病院長に対し、答辞を述べる入所生代表 十亀2海尉

令
和
三
年
三
月
九
日
（
火
）
、
診
療
放

射
線
技
師
養
成
所
（
所
長

德
永

徹
二

海
将
）
は
、
第
五
十
六
期
上
級
陸
曹
特
技

課
程
「
診
療
放
射
線
技
師
」
卒
業
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
中
央
病
院
職
員
の

み
の
列
席
と
な
り
ま
し
た
が
、
第
五
十
六

期
生
十
四
名
の
卒
業
式
は
、
厳
か
な
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
学
生
長
の
入
倉

大
三

等
陸
曹
が
卒
業
生
を
代
表
し
て
答
辞
を
述

べ
、
在
校
中
の
思
い
出
や
感
謝
の
言
葉
と

と
も
に
、
今
後
の
放
射
線
陸
（
海
）
曹
と

し
て
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

卒
業
式
終
了
後
は
、
病
院
長
を
は
じ
め

多
く
の
病
院
職
員
に
よ
る
見
送
り
が
行
わ

れ
、
晴
れ
や
か
な
表
情
の
卒
業
生
た
ち
は

新
た
な
気
持
ち
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任

地
へ
と
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

な
お
、
三
月
二
十
三
日
（
火
）
に
、
国

家
試
験
の
全
員
合
格
が
発
表
さ
れ
る
と
と

も
に
、
診
療
放
射
線
技
師
養
成
所
の
歴
史

上
初
め
て
、
養
成
所
専
任
助
教
に
、
女
性

隊
員
で
あ
る
西
巻

冬
妃
三
等
陸
曹
が
着

任
し
ま
し
た
。

↑答辞を読む入倉3曹（中央）、女性隊
員初の専任助教に就く西巻3曹（右）

↑第56期上級陸曹課程「診療放射線技師」卒業式

令
和
三
年
四
月
六
日
（
火
）
、
診
療
放

射
線
技
師
養
成
所
（
所
長

德
永

徹
二

海
将
）
は
、
第
五
十
九
期
上
級
陸
曹
特
技

課
程
「
診
療
放
射
線
技
師
」
入
所
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

福
島
病
院
長
は
訓
示
に
お
い
て
「
友

愛
」
と
「
努
力
」
の
二
つ
の
要
望
事
項
の

も
と
、
陸
、
海
、
空
、
三
幕
の
垣
根
を
越

え
、
一
丸
と
な
っ
て
各
種
教
育
目
標
を
達

成
し
「
あ
ら
ゆ
る
状
況
下
に
お
い
て
も
Ｘ

線
撮
影
業
務
を
実
施
し
、
任
務
を
遂
行
で

き
る
上
級
陸
、
海
、
空
曹
」
と
し
て
、
自

ら
を
律
し
て
貪
欲
に
学
ぶ
こ
と
を
要
望
し

ま
し
た
。

ま
た
、
德
永
所
長
は
式
辞
に
お
い
て
、

人
と
人
の
間
の
絆
「
和
」
を
要
望
し
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
、
あ
る
時
は
協
力
を
し

て
、
六
十
年
を
有
す
る
伝
統
校
に
お
い
て

国
家
試
験
全
員
合
格
と
い
う
大
き
な
国
民

の
負
託
を
担
い
、
そ
れ
に
伴
う
大
き
な
責

務
を
肝
に
銘
じ
て
三
年
間
頑
張
る
よ
う
激

励
し
ま
し
た
。

学
生
長
の
寺
尾

賢
人
三
等
陸
曹
以
下

二
十
一
名
は
三
年
後
の
国
家
試
験
全
員
合

格
を
目
指
し
ま
す
。

↑第59期上級陸曹課程「診療放射線技師」入所式

↑学生長寺尾3曹（中央）
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↑令和３年度曹友会役員一同

自
衛
隊
中
央
病
院
曹
友
会
（
会

長

診
療
科

准
陸
尉

長
坂

岳
秀
）
は
、
新
年
度
に
あ
た
り
、

駐
屯
地
曹
友
会
の
テ
ー
マ
『
つ
な

が
り
』
を
合
言
葉
に
、
様
々
な
枠

組
み
を
超
え
て
、
幅
広
く
活
躍
で

き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

新
規
役
員
一
丸
と
な
っ
て
、
今

般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

「
出
来
な
い
」
で
は
な
く
、
「
出

来
る
」
事
を
考
え
て
一
年
間
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
三
年
四
月
六
日
（
火
）
に

は
、
新
年
度
初
の
活
動
と
し
て
、

『
春
の
交
通
安
全
運
動
』
に
協
力

し
ま
し
た
。
感
染
対
策
を
万
全
に

し
た
上
で
、
駐
屯
地
正
門
及
び
東

門
に
集
合
し

二
名
の
研

修
生
は
、
一

般
事
務
科
と

木
工
科
に
別

れ
、
部
隊
復

帰
後
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職

務
に
お
い
て

貢
献
で
き
る

よ
う
、
経
験

豊
富
な
教
官

の
も
と
で
研

修
し
ま
す
。

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
便
り

〔
保
健
相
談
班
〕

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
時
代
の

「
座
り
す
ぎ
対
策
」

記
事
担
当

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
保
健
相
談
班

【
最
低
で
も
１
時
間
に
１
回
は
、

立
ち
上
が
る
】

【
世
界
一
位
の
座
り
す
ぎ
大
国
】

１
日
の
平
均
座
位
時
間
（
分
）

２
０
1

５
年
国
際
会
議
で
「
世
界

中
で
年
間
４
３
万
人
以
上
が
、
“
座
り

過
ぎ
”
が
原
因
で
死
亡
し
て
い
る
」

と
の
研
究
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
「
座
り
す
ぎ
」
が
病
気
の
リ

ス
ク
を
引
き
上
げ
る
の
か
？

【
座
り
す
ぎ
の
リ
ス
ク
】

少
し
立
ち
上
が
っ
て
歩
く
だ
け
で
、

血
流
が
改
善
し
、
座
り
す
ぎ
の
リ
ス

ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
席

を
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い
時
は
、
踵

を
上
げ
下
げ
し
て
、
ふ
く
ら
は
ぎ
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。

「
週
末
に
ジ
ム
に
行
っ
て
い
る
か
ら
、

座
り
す
ぎ
で
も
大
丈
夫
」
だ
と
考
え

て
い
ま
せ
ん
か
？
座
っ
て
ば
か
り
で

運
動
も
あ
ま
り
し
な
い
「
Ｎ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
タ
イ
プ
が
健
康
に

悪
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
座
り
す
ぎ
の
健

康
被
害
は
、
多
少
の
運
動
で
は
解
消

で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
運
動
し
て
い
る
け
れ

ど
、
座
る
時
間
も
長
い
「
隠
れ
座
り

す
ぎ
」
タ
イ
プ
も
、
実
は
健
康
リ
ス

ク
が
高
い
の
で
す
。
座
り
す
ぎ
と
運

動
不
足
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
問
題
と

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
座
り
す
ぎ
と
運
動
不
足
は
違
う
】

日
本
は
、
世
界
一
座
っ
て
い
る
時

間
が
長
い
国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
左
図
）
。
１
日
推
定
７
時
間
。

じ
っ
と
座
っ
て
い
る
と
、
代
謝
や
血

流
が
悪
く
な
り
、
糖
尿
病
や
癌
な
ど

の
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

１
日
に
８
時
間
以
上
座
っ
て
い
る
う

え
に
運
動
不
足
だ
と
、
死
亡
リ
ス
ク

が
５
９
％
も
高
く
な
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
座
り
続
け
る
こ
と
で
お
尻

か
ら
太
も
も
が
圧
迫
さ
れ
て
血
流
が

滞
り
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、

血
圧
や
血
糖
値
が
上
昇
し
た
り
、
血

栓
が
出
来
た
り
す
る
こ
と
」
が
原
因

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

多い

少ない 多い

身
体
を
動
か
し
て
い
る
時
間

座っている時間

ＡＣＴＩＶＥ

ＮＯＮ
ＡＣＴＩＶＥ

隠れ
座りすぎ

ＧＯＯＤ！

Ｂ
Ａ
Ｄ
！

参考文献・Bauma et al,AmjPrev Med,2011

日本は、世界一
座り時間が長い国

４２０

令
和
３
年
度
Ｔ
Ｑ
Ｍ
発
表
会

令
和
三
年
二
月
九
日
（
火
）
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
部
会
（
部
会

長

一
陸
佐

大
石
真
由
美
）
は
、

活
動
開
始
か
ら
八
回
目
と
な
る
Ｔ

Ｑ
Ｍ
（T

o
ta

l 
Q

u
ality

M
an

ag
em

en
t

（
総
合
品

質
管
理
）
）
活
動
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
七
サ
ー
ク
ル
（
四
部

六
課
）
が
参
加
し
、
現
在
の
診
療

等
に
関
す
る
問
題
点
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
、
そ
の
解
決
に
向
け

た
活
動
成
果
を
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
て
発
表
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は
、
「
早
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
介
入
へ
の
取
り
組

み
」
を
掲
げ
て
活
動
し
た
、
診
療

技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技

術
課
並
び
に
看
護
部
Ｉ
Ｃ
Ｕ
混
成

サ
ー
ク
ル
が
受
賞
し
、
一
つ
の
病

棟
か
ら
三
個
の
活
動
を
発
表
し
た

看
護
部
六
西
病
棟
が
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

↑ 外国人患者対応の工夫を、ユーモアを
交えて発表

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

第
66
期
生
入
所
式

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
セ

ン
タ
ー
長
・
脇
阪
裕
城
）
は
令
和

三
年
四
月
八
日
（
木
）
、
第
六
十

六
期
生
二
名
（
陸
自
）
の
入
所
式

を
挙
行
し
、
前
年
度
か
ら
の
継
続

者
一
名
と
、
新
規
入
所
者
一
名
が

セ
ン
タ
ー
に
入
所
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
入
所
式
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め

部
外
の
来
賓
は
招
か
ず
、
中
央
病

院
職
員
の
み
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
国
歌
演
奏
、
入
所
者
の

任
命
に
続
き
、
学
生
長
が
セ
ン

タ
ー
へ
の
研
修
申
告
を
行
い
ま
し

た
。執

行
者
式
辞
で
、
福
島
功
二
病

院
長
は
、
「
今
期
は
入
所
者
が
少

な
く
、
多
く
の
同
期
の
中
で
切
磋

琢
磨
し
、
高
め
あ
う
環
境
に
は
恵

ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
セ
ン

タ
ー
入
所
を
快
く
送
り
出
し
て
く

れ
た
原
隊
の
部
隊
長
と
同
僚
の
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
達
成
に
向

け
精
進
す
る
よ
う
」
激
励
し
ま
し

た
。

↓

病
院
長
の
式
辞
に
真
剣
に

聞
き
入
る
入
所
生

た
会
員
は
、

春
の
日
差
し

の
中
、
元
気

に
「
あ
い
さ

つ
運
動
」
を

実
施
し
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
の

影
響
は
し
ば

ら
く
続
く
と

予
想
さ
れ
ま

す
が
、
会
員

及
び
会
員
家

族
が
充
実
で

き
る
よ
う
な

企
画
を
、
今

後
も
計
画
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

↑「あいさつ運動」で元気に声掛け


